
私
た
ち
の

僕
た
ち
の

山
を
き
れ
い
に

.祀大沐 戸小学校て?は轟 勁迦 廸とじてレ

洳 喞 肆 賀志山ハイ痾ﾉ ｸﾞを行い ます
○λ;

今 年も,5･月 ２日 には 全 校児 童６４名 が

山頂 に到 着。袋を 手に一 斉にご み拾しi'

をは じφ 琴じ 叫 ノ 湎 袍ぺ･池 ，

亠 阿 津賀 志山は 町のシン ボルy 町民み

妬`な から 親 ばま れ七い石 山で 飢 し屍 にｰ

すそ のに 位置 す■大 木戸丿勿 児 臺にと

つ七 は√日 々φ ま 活を皃 づ昿ﾉ 端 長ゼ:
見守 。乙く れる山 なので す｡,浮 ども たー
冶 ば 砌 芙た ちの山 をぢ1 い1ご妬 亠麿 命1

に空き 臨や 吸般を拾む彌 めま ず冫ｉ 亠亠

２　 ０　 ０　 ０

５
･平 成12 年５月１５日

N0.323

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 贏勲.;,県知●表彰ぶ 二' 瓜 燹 μ 嬲 Ｓ:i し･.'･２

本 年 黠 弌ﾝ 謡 水
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晴
れ
の
県
知
事
表
彰

町
内
か
ら
三
名
が
受
賞

平
成
十
二
年
度
各
種
功
労
者
知
事
表
彰
に
町
内
か
ら
三

名
の
方
が
（
全
体
で
五
十
二
名
四
団
体
）
受
賞
し
、
五
月

九
日
に
は
佐
蕀
知
事
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
栄
誉
　

林
初
男
さ
ん

勲
六
等
単
光
旭
日
章
に

界
の
叙
勲
に
お
い
て
、
前
町
消
防

団
艮
の
林
初
男
さ
ん
（
鳥
取
）
が
勲

六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

林
さ
ん
は
昭
和
二
十
六
年
、
旧
小

坂
村
消
防
団
に
入
団
、
以
後
平
成
十

一
年
に
退
団
す
る
ま
で
、
四
十
七
年

余
の
艮
き
に
わ
た
り
消
防
防
災
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
問
。
昭

和
六
十
二
年
に
は
教
養
分
団
長
。
甲

成
五
年
に
は
副
団
長
に
、
平
成
九
年

よ
り
十
一
年
ま
で
の
二
年
間
は
町
消

防
団
艮
の
重
責
を
担
い
ま
し
た
。

林
さ
ん
は
『
何
よ
り
も
団
員
み
ん

な
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
』
と

あ
く
ま
で
も
謙
虚
に

『
一
度
火
事
や

災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
家
に
戻
れ
な

い
こ
と
も
数
口
、
家
族
の
理
解
が
無

け
れ
ば
』
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に

平
成
十
年
の

八
月
末
豪
雨
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
」
と
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
り
ま
す
。
今
で
も
サ
イ
レ
ン

や
半
鐘
の
音
が
聞
こ
え
れ
ば
体
が
自

然
と
引
き
締
ま
る
と
い
う
、
ゆ
っ
く

り
旅
行
に
で
も
行
け
れ
ぱ
と
お
っ
し

や
っ
て

い
ま
す
。

【
地
方
自
治
功
労
者
】

仲

野

周

一

さ
ん
（
泉
田
中
）

昭
和
四
十
九

年
か
ら
、
七
期

二
十
四
年
九
ヵ

月
余
の
長
き
に

わ
た
り
、
町
謡

会
議
員
と
し
て
、
町
の
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
平
成
三
年
か
ら
四
年
間
は
議
長

の
嬰
職
を
担
い
、
議
会
の
円
滑
な
迎

営
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
伊
達
地
方
町
議
会
議
艮
会
会
長

や
公
立
藤
田
病
院
糾
合
議
会
議
長
、

町
監
査
委
八
な
ど
歴
任
さ
れ
て

お
り

ま
す
。

【
土
地

改
良

功
労
者
】

村

上

太

一

さ
ん
（
第
八
）

早
く
か
ら
農

業
発
展
の
た
め
、

基
盤
整
備
の
必

要
性
を
説
き
、

昭
和
四
十
九
年

の
伊
達
西
部
上
地
改
良
区
設
立
に
尽

力
。
当
初
よ
り
同
改
良
区
理
事
と
し

て
、
実
務
面
で
も
換
地
業
務
の
先
頭

に
立
ち
、
八
百
に`
に
及
ぷ
ほ
場
整
備

叭
業
を
推
進
。
農
業
の
近
代
化
、
地

域
農
業
発
展
に
果
た
し
た
功
紋
は
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
平
成
三
年

よ
り
伊
達
西
部
土
地
改
良
区
理
事
長
。

【
社

会
福

祉
功
労

者
】

渋

谷

愛

子

さ
ん
（
光
明
寺
）

昭
和
五
十
二

年
に
民
生
児
童

委
員
に
就
任
し

て
以
来
、
二
十

二
年
余
の
畏
き

に
わ
た
り
、
社
会
福
阯
・
児
童
福
祉

等
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
甲

成
七
年
か
ら
三
年
間
は
、
副
総
務
を

歴
任
す
る
な
ど
、
民
生
委
員
の
指
導

的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
現
在

も
町
民
生
委
員
協
議
会
の
円
滑
な
運

営
の
推
進
に
つ
と
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

自
治
省
、
国
見
町
を

財
政
健
全
団
体
に
指
定

財
政
状
況
が
健
全
な
団
体
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
起
債
の
肝
可

手
続
き
が
一
部
簡
素
化
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
健
全
的
な
団
体
と
し
て
自

治
省
よ
り
。
国
見
町
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
治
体
の
財
政
状
況
を
示
す
も
の
に
、
経
常
収
支
比
率
と
起
債
制
限

比
率
が
あ
り
ま
す
が
、
当
町
の
場
合
ど
ち
ら
の
条
件
も
満
た
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
財
政
の
健
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
団
体
と
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
全
国
で
は
約

｝
割
に
当
た
る
三
八
九
市
町
村
が
、
本
県
で

は
二
六
市
町
村
が
対
象
と
な
り
、
伊
達
郡
で
は
当
町
の
み
で
す
。

こ
れ
ま
で
当
町
で
は
。
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
、

補
助
な
ど
有
利
な
事
業
な
ど
を
選
別
し
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
意
識
の
巾
で

経
費
節
減
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
町
の
借
金
で
あ
る
起
債
に
つ

い
て
も
同
様
に
、
地
方
交
付
税
で
の
助
成
措
置
が
あ
る
も
の
を
選
択
し
、

さ
ら
に
繰
上
げ
償
還
な
ど
、
財
政
健
全
化
に
努
め
る
と
共
に
、
行
政
の

効
率
化
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

財政の健全化 が

確保されている団体

�起債制限比串�経常収支比率

自 治 省

基準指散 �10%
未満 �75% 未満

国見町指数 �9.0  % �73.8  %

・
経
常
収
支
比
率

町
で
自
由
に
使
え
る
財
源
を
、
経
常
的
な
経

費
に
ど
れ
だ
け
使
っ
て
い
る
か
を
示
す
数
値
。

町
税
や
地
方
交
付
税
と
い
っ
た
一
般
財
源
を
、

人
件
費
な
ど
義
務
的
経
費
に
当
て
る
割
合
で
、

低
い
ほ
ど
町
の
独
自
事
業
が
展
開
さ
れ
、
弾

力
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

一
起
僕
制
限
比
串

町
単
独
で
負
担
す
る
公
便
費
の
。
町
の
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。
公
僕
費
の
う
ち
、

地
方
交
付
税
に
よ
り
算
入
さ
れ
た
分
や
特
定

の
財
源
な
ど
を
差
し
引
い
た
残
り
が
、
標
準

的
な
財
政
規
模
の
何
創
か
を
示
し
、
低
い
ほ

ど
健
全
と
言
わ
れ
る
。



JAPAN EXPO
IN FUKUSHIMA 2001

2001年(平成13年)７月７日と～９月30日開催

うつくしま未来博
｢美しい空間　美しい時間｣

うつくしま未来博前売入場券の販売について

現在、町内会を通じて前亮入鳩券を販売いたしております。入鳩科金が割引さ

れるほか、森の宝プレゼントが当たる特典が受けられます。町内会を通じての販

売分については手数料を町内会に還元します。この機会に是非ご購入ください。

(前売入場券の内容)

入場券の種類 ��区　 分 �

入 場 料 金（円）

���　第１期前売券
02-5月～12月末日)�　

第２期豹充券03.

 1月～７６）�

当 日 売 券(

 13- 7 7～91 〕)

－ｌ
�
備 通
入場券 �

大 人 �2.  繝 �2. �(3,CX)(〕)

��高校生 �1.5(X 〕 �1  .78　 ｜　(2.(XX〕)

��小・中字生�l 、100 �l,3 〔X) �(1.5(X 〕)

�特別割引

入塀券 �

大 人 �1.Ea ）

��鳫校生 �1  .

��小・中学生�7(X 〕

全朋間
通用入場券(
パスポート) ��

大 人 �6. �6. �(  7. )

��高佼生 �2. �3.  初 �(3.EXX 〕)

��小・中今生�2. �2  ､ �(  2. )

･  料 金 に は 興税を含みまｉ．

●ｘλ．鳥校生．小．巾学生の区分は平成1    4月｜日を１１ 日とし沍１．

●「パスポート劈」は．本人1こ隴り未黶慱会珊中何回･ｅ石臼庄に入場でき．大変お買い肖でｌ．

●祠別割引入電芻を購入できるｓJ.cE 昭和12衂４月｜ヨ以il こｉ 豕れた方 (  震 上 )･2j身傳陣 宿 手 豊

郷をお!a 芍の方です.

＊甼嵯13年４月１日現在で小事奴章就字の子供は 懸 料で苓．

・ ６月 匐 日 まで の 販 売 に つ い て

司売λ・ 参の難砲販売期矚として６月匐日を期曙に.ij 内含を画じて取りまとめ販売いたしております，回

●さｎる「●入牢込●」に記入いただくか．町内 六長さんにこ遡輜くだ12い．

後日嗣売入場勞を代金と引き躋jlに･j网会を遍じてお渡しをしまｌ ．

●７ 月以 降 の 酊 駆 に つ い て

国貝町うつくしま禾来愽蘿潼協通僉（役場企蕎苟Ｔｓゝ 及び觀　ｑ 台艾化？ンタ で培眄甎売そ行いＪ歹．

詳細はＰＲ パンフレットをご覧になるか、国見町うつくしま 未来博推進協議会

（ 事務局：役場企画商工課(TEL585  一 四 27 ) 》までお問い合わせ願います。

『
う
つ
く
し
ま
未
来
岬
』
は
平
成
1
3年
（
西
肝
２
０
０
一

年
）

７
月
７
日
か
ら
９
月
3
0日
ま
で
の
8
6日
間
。
須
賀
川
市
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
『
美
し

い
空
間

美
し
い
時
閥
』
を
テ
ー
マ

に
、
日
本
で
は
じ
め
て
森
の
中
で
開
催
さ
れ
る
博
覧
会
で
す
。

従
来
の
観
る
だ
け
の
博
覧
会
と
は
異
な
り
。
多
く
の
人
が
参
加
し
、
つ
く

り
あ
げ
る
博
呪
会
に
な
る
よ
う
、
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
準
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
閧
藤
ま
で
４
０
０
日
余
り
と
な
り
、
前
売
入
場
券
の
発
売
も
始
ま

り
ま
し
た
。

国
兄
町
で
は
「
う
つ
く
し
ま
未
米
博
」
の
成
功
へ
向
け
、
昨
年
Ｈ
月
に
「
国

見
町
う
つ
く
し
ま
未
来
岬
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
諸
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

う
つ

く
し

ま
未
来
博
つ

て

ど
ん
な
博
覧
会
？

2
1附
‘紀
の
鵝
開
け
を
飾
る
未
来
呷
は
①

菻
と
共
生
す
る
く
ら
し
を
創
造
す
る
。
必

参
加
・
体
験
・
交
流
を
塑
視
し
た
番
加
型

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
迎
宮
す
る
。
③
魅
力
い
っ

ば
い
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
構
成
す
る
。
と
い

っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
畔
細
は
別
の
機

会
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。



平成12年度調査予定地区

国土調査事業
調査地区は

貝田地区です

平

成
十

二
年

度
の

国
土

調
査
は

、

貝
田

地
区
（
大

字
貝

田
地
区

の
一

郎
）
、

調
査

予
定

而
積

丁

八
〇
‥`

を
実

施

し
ま

す

。

こ

の
調

査
は

、
現
地

を

一
箪
毎

に

調
査

・
測

量
す

る
こ

と
に
よ

り
、

所

有
者

や
地

日
、
面

積

及
び

境
界

な
ど

を
明

確

に
す

る
も
の

で
す

。
現
在

使

用

さ
れ
て

い
る
登

記

鰆
や
字

限
図

は
、

明

治
は
じ

め
に

作
成

さ
れ

た
も

の
を

基
本
と
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の
土

地
の
状
況
と
合
致
し
な
い
部
分
も
で

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
調
査
に
よ

り
土
地
登
記
簿
や
字
限
図
が
火
際
の

土
地
に
即
し
た
正
確
な
も
の
と
な
り
、

皆
さ
ん
の
権
利
の
保
護
や
新
し
い
町

づ
く
り
に
、
又
は
災
害
時
の
復
旧
な

ど
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

見
町
の
国
土
調
査
は
。
昭
和
六
十
二

年
度
か
ら
行
わ
れ
、
平
成
ト

ー
年
度

ま
で
に
、
調
査
面
積
十
八
・
三
六
㎞
、

登
記
完
了
面
積
十
五
・
二
七
㎞
と
な

り
ま
す
。

調
査
は
地
権
者
の
方
の
立
会

い
の

も
と
に
、
地
区
の
国
土
調
査
推
進
委

員
の
協
力
を
い
た
だ
き
境
界
の
確
認

を
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
測
凧
調
査

に
よ
り
翌
年
度
に
は
地
籍
図
・
地
籍

簿
を
作
成
し
、
み
な
さ
ん
に
閲
覧
頂

き
承
認
を
受
け
ま
す
。
国
県
の
認
証

を
受
け
た
後
、
登
記
手
続
き
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
　

願
　

い

境
界
確
認
の
時
に
打
ち
込
ん
だ
杭

は
、
絶
対
に
抜
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

測
隴
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
誤
っ

た
登
記
の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
再
度
、
確
認
の
立
会
い
な
ど

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国

土

調

査

推

進

委

員

（
敬
称
略
）

阿
部

松
夫
　
　

遠
藤

義
正

八
鳥

藤
市
　
　

松
湘
　

栄

佐
藤

年
光
　
　

松
浦
健
三
郎

高
橋

春
美
　
　

岡
田
　
一
雄

斎
藤

修
一
　
　
　

斎
藤

金
治

高
橋
　
正
衛
　
　

高
橋

徳
平

大
沼

武
夫
　
　

大
沼

界
男

古
田
　
国
一
　
　
　

谷
津

亀
俊

佐
藤
　
正
雄
　
　

星
野
　

要

遠
藤

俊
一
　
　
　

渋
谷

禍
皿

後
藤

春
夫
　
　

八
鳥

健
一

渡
部
　
一
郎
　
　

松
浦

欽
一

松
浦

智
義
　
　

松
浦
　

興

村
上
　
一
郎
　
　

大
内
　

守

遠
一
　

剛
　
　

遠
藤

光
栄

向

い
合
わ
せ

企
画
商
工
課
国
土
鯛
査
係

（
５
８
５
）
2
9
6
7

調査予定字名

★
大
字
貝
田
地
内
（
3
5字
）

竹
ノ
花
．
竹
ノ
根
、
荒
井
．
無
二
窪
、
石
原
、
飛
尺
、
熊
ノ
堂
、

山
口
、
神
ノ
前
、
立
久
根
、
熊
坂
、
林
、
寺
脇
、
姥
神
、
片
住
、

地
蔵
向
、
堰
下
、
出
羽
道
、
平
太
郎
沢
、
山
ノ
神
前
、
小
山
、

石
原
山

無
二
窪
山
、
涌
水
、
四
ツ
穴
山
、
二
段
場
山
、
横
内
、

猪
篭
山
、
山
居
山
、
横
内
山
、
四
ツ
穴
、
船
崎
山
、
船
ケ
崎
、

涌
水
山
、
津
夕
木
山

色
つ
き
は
字
の
一
部
の
実
施
で
す
．



介護・福祉サービスは実績のある
町社会福祉協議会( 585 ｰ 3403 )へ

閥所を祝いテープカットをする冨永武夫会長く右)．佐蕀忠美
舗長(中)、松浦翕一町老人クラブ適合会長(左)

居宅介鑵支援

訪問介護

訪問入浴

信
頼
あ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

介
護
保
険
三
事
業
所
開
設

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、
四
月
一
日

県
知
嘔
よ
り
の
三
事
業
所
の
指
定
を
受
け
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
ま

し
た
。
健
開
す
る
三
収
’業

は
、
Ｉ
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
ブ
ラ
ン
）

作
成
等
を
行
う
居
宅
介
直
支
援
事
業
。
Ｕ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
訪
問
介
護
事
業
。
Ⅲ
訪
問
人
浴
介
護
事
業
。
で
す
。

四
月
ｔ
九
日
に
は
開
所
式
が
行
わ
れ
、
同
協
謡
会
会
長
の
冨
水
町
長
が

。心
温
ま
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
口
指
し
ま
し
よ
う
。
」
と
挨
拶
、
円
滑
な
事
業
展
開
を
祈
念
し
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

居
宅
介
護
支
援
事
業

一
介
護
認
定
申
請
代
行
・
：
介
護
が
必

要
な
と
き
、
本
人
や
家
族
に
代
わ
っ

て
壑
介
護
・
要
支
援
の
認
定
申
請
を

行
い
ま
す
。

一
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
ブ
ラ

ン
）
の
手
続
代
行
と
作
成
…
要
介
護
・

要
支
援
の
方
に
合
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
し
ま
す
（
手
続
き
も
代
行
し

ま
す
。
）
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
情
報
の
提
供
や
相
談
に
応
じ
ま

す
。

利

用

者
負

担
‘”

な
し

訪
問
入
浴
介
護
事

業
ご
家
庭
の
お

風
Ｍ
で
人
浴
が

困
難
な
方
に
、

入
浴
設
伽
を
搬

入
し
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
の
う
え

入
浴
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
．

婀

咥

翕

Ｓ

挂

ｉ

利
川
料
の
一
剛

（
月

一
回
分

は

町
で
助

成

）

素
蜘
自

月
曜
口
～
金
眼
日

（
祝
口

お
よ

び
年
末

印

始
を

除
く

）

訪
問
介
護
事

業

利
川
者
の
ご

自
宅
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
が
訪

問
し
、
ケ
ア
ブ

ラ
ン
に
よ
る
．

食
嘔
や
排
泄
な

ど
の
身
体
介
護
．
買
物
．
洗
濯
な
ど

の
家
事
援
助
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
．

利
用
者
負
担
金

利
用
料
の
一
割

（
従
来
無
料
の
方
は
三
年
間
气
％
の

負
担
）

謇

苣

年
中
無
休

自
立
し

た
高
齢
者
へ

保
健
福
祉
事
業

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

介
護
保
険
対
象
に
な
ら
な
い
方
に
対

し
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
、
高
齢
者

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
嘔
業
と
し
て
次

の
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
立
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
巣

軽
度
生
活
援
助
事
業

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
嘔
業
）

お
申
込
や
不
明
な
点
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国

見

町

社

会

福

祉

協

議

会

（
国
見
町
役
場

３
階
西
側
）

5
8
5
1
3
4
0
3

ま
た
は
５
８
５
ｊ
２
１
１
・‐

訪問入浴車を導入

各ご 家庭を訪問して入浴サービ スを行う、

訪問入浴 幤が社会 福祉 協議会に導入さ れま

した。

体が不目由な 方でも安心して入浴できる

浴槽など を備え、購入費 は455万円で す。

日本財団 （曽 野綾子会 艮）から344万円の

助成を受け 、残りを町からの裲助により 購

入しました。

入浴篳の配備により、より要望に即した

対応が可能となり ました。



４月の

グラビア

春
　
ら
ん
ま
ん

四
月
中
旬
の
冷
え
込
み
で
遅
れ
て
い
た
桜
も
、
1
8

日
頃
か
ら
よ
う
や
く
間
花
。
桜
の
名
所
で
あ
る
観
月

台
公
園
で
は
、
雨
の
あ
が
っ
だ
2
3日
午
後
に
は
、
多

く
の
人
が
訪
れ
。
満
開
の
桜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

直

播

栽

培

小型ヘリコプターによる水稲の種まきが4

月25日から、小坂地区のほ窃整備された水田

で行われました．種もみを沓接水田に揚く．

幽捐霜垉は今年で4年目を連え.小坂水稲も播

組合で管理する水田29haで実施されまし た．36a

区画の水田を約10分程度で播くことが

でさ．大幅な作某軽減が図ら れるほか．直播

栽培面積の15％が生産調整の実績としてカウ

ントされま１．

環
境
に
や
さ
し
い
農
業

性
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤

樓やりんごの大敵である名虫を ，麗８恒フェ

ロモン剤の投与により．交信かく乱１ ることに

より増殖をを抑える試みが違められています．

これにより．自然や人体への彫響が●念されて

いる殺虫刑敷布を．通常の半分程慶まで減らす

ことが可能となり ．安心な果物の提供と，自然

璞墳にやさしいｌ 粟の異現がｌ られます．平成10

年度より導入され．これまでその効果が大き

いことが報告され．今年は1  ･  (  挑について

はほぽ司内全域）で．広域的に実施されま１．

枝にぶら下げて使用し ．内部からはフェ○モ

ンが長期間放出されるしくみです．こ れにより

メス騎有のにおいで ．オスをかく乱し交尾を阻

茗し ，害虫を減数させます．

山火事防止パレード

空気が乾畑し、山火事が発生しや１ い聘期を迎え。４

月12日県や甸で構成する県北地方山火事防止ａ 皿会によ

る山火事防止パレードが行われまし た。山火事はたぱこ

やたき火の不始末から発生苓ることが多く 。入山者が増

えるこの季節を迎え、火の始末には気をつけてと呷ぴか

けました。

｢ 守ろ う よ　 地 球 の 緑を　 火 の 手 から｣

福
祉
に
役
立
て
て

松
浦
權
治
郎
さ
ん

二
月
に
九
十
九
歳
の
白
爵
を
迎
え
た
松
涌
櫂
治
郎

さ
ん
（
石
毋
田
西
）
よ
り
、
介
護
制
度
な
ど
福
祉
の

充
実
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
寄
句
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
後
継
者
で
あ
る
錦
の
松
浦
知
弘
さ
ん
が
冨

永
町
長
を
肪
ね
巵
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。



入
学お

め
で
と
う

四
月

は
新

た
な
出

会

い
の
季

節
で
す

．

．瓦
凵

に
は
藤

………
保
青
所

の
人

所
式
が

、

六

日
は

各
小
中

学
校

の

人
学
式
、

十
日

に

幼
稚

園
の
入

園
式

が
あ

り
、

．．．四
九

名

が
新

た
な

ス
タ
ー

ト
を

迎
え
ま

し

た
．

十

一
日
の

各
季

節
保
育

所
の

入
所
式

で

は
．

匸

．
九
名
の

か

わ
い

い
姿
が

あ

り
ま
し

た
．

先
生
や
友
と
の
出
会
い
。
希
望
を

胸
に
、
新
し
い
生
活
の
始
ま
り
で
す
。

各
種
団
体
で
総
会
開
催

み
な
さ
ん
と
町
の
パ
イ
プ
役

四
Ｕ
は
町
内
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
役
職
貝
の
改

選
期
で
、
ま
た
各
種
団
体
の
総
会
が
多
く
開
催
さ

れ
ま
し
へ

各
役
職
員
の
力
に
は
、
町
行
政
各
般

を
支
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
町
民
み
な
さ
ま
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
極
め
て
呎
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
川
退
任
さ
れ
た
方
に
は
長
年
の
ご
協
力
に
対

し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
新
た
な
任
に
就
か
れ
た

方
に
は
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の

各
総
会
で
は
、
各
団
体
の
活
動
内
容
や
予
算
が
審

譲
さ
れ
。
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

退任された方へ鵬謝状の贈呈

各

種

団

体

の

会

長

・

副

会

長

敬
称
略
（
　

）
は
町
内
会
名

◇
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

会

長
　

菅

野
　
　

正
（
内
谷
朿
）

副
会
艮
　

商

野

恭

力
｛
石
母
田
東
｝

◇
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会

長
　

八

島

新
太
郎
（
山
崎
北
）

剛
会
長
　

佐
久
間

成

笂
（
第

公

◇
国
民
年
金
組
合
連
合
会

会

艮
　

佐
久
間

幸

雄
｛
卵
二

｝

副
会
長
　

樋

口
　
　

留

（
本
町
）

◇
生
活
項
境
推
進
員
協
議
会

会

艮
　

鳥

橋

芳

男
｛
本
町
｝

剛
会
長
　

井

砂

苒

榮
｛

北
部

｝

◇
健
康
推
進
員
協
議
会

会

長
　

佐

藤

和

子
（
板
橋

）

副
会
鎚
　

（

巻

イ
チ
子
（
第
六

）

副
会
長
　

鈴

木

価

子
（
川
内

）

◇
統
計
調
査
員
協
議
会

会

長
　

阿

部

重

男
（
穴
町
北
）

剛
会
災
　

仲

野

川

．
郎
（
泉
川
中
）



保健だより
保麕洫祉課T 保健増 応 ( 535 ) 2783

歯 の衛生週間
６月４日から10 日

人生釦 年といわれ ますが、歯の寿 命は 短く、80歳 では４～

５本の 歯し か残らないの が現状です。し かし、自 分の 幽を匐

本以 上残 している大も １割近くおり ます。歯を失 う主な原囚

は 老化 ではなく。むし 歯と歯周病とい えます。

歯周病 は、実に成人で 歯を失う原因 の半数を占め ています。

む し 歯や歯周病は 本人の 生活習慣によ るところが人 きく、日

頃 から 予防法を実践 すれば歯を失わ ずに80歳で20本以 上の歯

を残すこ とも不可能 ではあ り ません。 食べたら磨くこ とを習

慣 にし 、永く白分の 歯とおつきあいし たいもので す。

乳　児　健　診

骸　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成12年３月生まれ）

・９か月児（平成11年９月生まれ） �
７月27日(木) � 午後1  時 分～午後２時 � 観

月台文化センター

第１和室

〈健診内容〉

☆医師の指尋､身長二体重測定､調乳､離乳､予防接種などについて

☆母子手帳を忘れずに！

献血ご協力ありがとうございました

４月21 日 に開 催されました

国 見町献 血推 進脇議会総会で，

ご 協力 をいただいた個人およ

び事業所 へ晒謝状が遒られま

した．受彰 された 方々は．以･

ドのとおりです．

【個 人】
・50回以上…宍戸浩寿さん(国見町役場)
・30回以上…谷津陽子さん(上野)

・10回以上…内村惠美子さん(国見製菓) 岡崎 昇さん(国見製菓)
後藤美江子さん(国見製菓) 佐藤一紀さん(大岩機器工業所)

榊枝 仁さん(大岩機ｌ 工業所)
八巷侶詞さん(大岩機器工業所)
遠藤一夫さん(圃見名鉄レストラン)

菅野俊則さん(福梁製作所)
横山すみえさん(睦商会) 阿部澄子さん(泉田下)

涼葱トシ子さん(大町北) 半澤一隆さん( 国見町役場)
大勝宏二さん( 田見町役場) 大勝晴美さん( 国見町役場)
吉田晃子さん(国見町役場) 榊英則さん( 国見町役場)

【事業所】 朽木繊維株式会社 有限会社国見スプレット

株式会社兎わさび本舗

喫煙による健康へのリスク

肺がんによる死亡率は非

喫煙者の約５倍
喉頭がんの死亡率は男性
の場合、非喫煙者の約32

倍。喉頭がんの原因のほ

ぽ18  %はタバコが原因
高血圧、高コレステロー
ル血症の危険度は、非喫

煙者の約２倍

５

月
3
1日
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

～
６

月
６
日
ま
で
禁
煙
週
間

『
そ
の
１
本
　

み
ん
な
の
命

け
ず
ら
れ
る
』

た
ば
こ
は

。
’百

害
あ
っ
て

‘
利
無
し

‘
と
1
 門
わ
れ
る
よ

う
に
。
が
ん
・
循
環
Ｓ

疾
患
等
の
生
活
習
慣
病
の
皿
優
な

危
険
囚

子
と
な
っ
て
い
ま
す
。
又

。
喫
煙
は
個
人
の
嗜
好

に
と
ど
ま
ら
ず
周
囲
の
人
た
ち
へ
の
受
動
喫
煙
の
危
険
性

も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
を
槻

に
軽

い
気
持
ち
で
。
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



インフォメーション

募
　
集

国
見
町
職
員

一
大

学

卒

程

度

・
保

健

婦
｛

士

｝
）

国
見
町
で
は
、
次
に
よ
り
甲

成
十
三
年
度
に
採
用
す
る
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格
◇
一
般
事
翻

【
大

学
卒
程
度
】
・・・
昭
和
五
十
一
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成

十
三
年
三
月
ま
で

に
卒
業
兇
込

み
の
者
◇
保
健
婦

（
士
）
・：
昭

和
五
卜
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和

五
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
婦
（
士
）

の
国
家
試
験
免
許
を
有
す
る
ま

た
は
、
甲
成
十
三
年
三
月
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者

▼
募
集
期

間
…
六
月
一
日
～
六
月
三
十
口

（
郵
送
の
場
合
は
六
月

二
十

八

日
消
印
分
ま
で
受
付

）
▼
一
次

賦
験
日
・：
七
月
三
十
日

▼
二
次

賦
験
日
：
二

次
試
験
合
格
者
に

通
知

▼
申
込
用
紙
の
請
求
・；
巾

込
川
紙
は
総
務
課
で
交
付
し
ま

す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
。

問

い
合
わ
せ
る
こ
と
▼
申
込
方

法
・：
◇
申
込
用
紙

に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
総
務
課
に
提
出
す

る
こ
と
◇
郵
送
も
可
能

★
問
い
合
わ
せ

総
略
課

庶
務
係

ｇ
（
５
８
５

）
2
1
1
2

国
見
町
給
食
セ
ン

タ

ー
（
臨
時

職
員

）

国
兄
町
で
は
、
本
年
八
月
か

ら
の
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
．

給
食
調
理

に
従
事
す
る
鴎
時

職

員
を
次
に
よ
り
募
災
し
ま
す
．

▼
職
佃

…
給
食
調
理
川
務
な
ど

▼
採
用
予
定
人
員
…
若
干
名
▼

応
募
資
格
・：
国
見
町
に
住
所
を

有
し
．
満
十

八
歳
以
上
の
者
．

心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
者
▼

申
込
手
統
・：
本
人
が
履
歴
書
を

紬
番
し
て
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
に
提
出
す
る
こ
と
▼
受
付

期
間
・：
六
月
一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で
▼
そ
の
他
・：
助
病
条

件
等
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
．

★
問
い
合

わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

Ｊ`（
５
８
５

）
2
8
9
2

公
立
藤
田
病
院
組
合

職

員
（
大
学
卒
程
度
）

公
立
藤
田
病
院
組
合

で
は
、

次
に
よ
り
平
成
十
三
年
虞

に
採

用
す
る
一
般
叺
ｆ
務
職
員
を
若
千

名

募
集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格
・・
。昭
和
五
十
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
十

四
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学

を
碓
業
ま
た
は
平
成
ｔ

三

年

三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者
▼
雰
集
期
間
…
六
月
一
日
～

六
月
三
｡
1
.口
（
郵
送
の
場
合

は

六
月
ニ
ト
六
口
消
印
分
ま
で
受

付

）

▼

一

次

賦

験

日

・
・
・
七

月

三

十

Ｈ

▼

二

次

賦

験

日

：

二

次

試

験

合

格

者

に

通

知

▼

申

込

用

紙

の

請

求

…

申

込

川

紙

は

公

霆

藤

山

総

今

病

院

総

務

課

で

交

付

し

ま

す

。

郵

便

で

請

求

す

る

場

合

は

。

問

い

介

わ

せ

る

こ

と

▼

申

込

方

法

…

◇

申

込

川

紙

に

必

嬰

亊

項

を
一

入

し

、

同

総

務

課

に

提

出

す

る

こ

と

◇

郵

送

も

可

能

★

問

い

合

わ

せ

公

立

藤

田

総

合

病

院

総

務

課

ａ

（
５

８

５

）
２

‐

２

１

福
島
県
職
員

｛
大
字
卒
程
度
｝
▼
受
験
資
格

・：
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日

か

ら
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
ま

で

に
生
ま
れ
た
者
．
学

歴
は
不

問
．
た
だ
し
．
職
種
に
よ

っ
て

は
免
許
や
賢
格
を
有
す
る
（
見

込
み
も
可
）
こ
と
▼
受
付
期
間

…
五
月
十
一
口
～
六
月
二
日

▼

試
験
日
…
六
月
二
十
五
日

【
警
察
官
Ａ
・
婦
人
警
察
官
Ａ

】

▼
受
験
資
格
；
’昭
和
四
十
六
年

四
月
二
口
か
ら
昭
和
五
十
四
年

四
月
一
1
1
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
．
大
学

（
短
大
は
除
く
）
を

卒
栗
し

た
者
又
は
卒
業
見
込
み

の
者

▼
受
付
期
間
・・・
五
月
二
十

二
日
～
六
月
十
三
日
▼
試
験
日

七
月
九
日

【
そ
の
他
】
他
職
種
・
詳
細
は

問

い
合
わ
せ
の
こ
と
．

★
問
い
合
わ
せ

柵
島
県
人
収
委
員
会

贄
（
5
2
1

）
7
5
8

８

くにみの

民話かるた

まち再発

見

こ
れ
は
光
明
寺
そ
の
他
の

お
年
寄
り
か
ら
闃
い
た
話

す
こ
し
む
か
し
ま
で
こ
の

辺
り
は
養
蚕
が
盛
ん
で
、
た

い
て
い
の
農
家
は
春
か
ら
晩

秋
に
か
け
て
、
何
回
か
蚕
を

育
て
、
大
き
な
収
入
源
に
し

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
一
口

に
養
蚕
と
言
っ
て
も
そ
れ
は

大
変
な
仕
事
で
、
先
ず
天
候

に
左
右
さ
れ
る
桑
の
出
来
、

種
か
ら
育
て
る
手
間
、
思
い

が
け
ぬ
病
害
な
ど
、
寝
る
間

も
な
い
咀
労
働
の
明
け
暮
れ

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
し
て

昔
の
餐
蚕
は
勘
や
経
験
が
す

べ
て
そ
れ
ゆ
え
。
ま
じ
な
い

や
禁
忌
が
た
く
さ
ん
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ

ら
を
守
っ
て
折
角
良
い
繭
が

仕
上
っ
た
時
、
一
番
恐
ろ
し

い
の
が
鼠
の
害
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
蚕
や
繭
を
喰
い
敵

ら

す
恐
ろ

し
さ
。
そ
の

為

人
々
は
間
違
っ
て
も
養
蚕
期

に
は
鼠
を
ネ
ズ
ミ
な
ど
と
呼

び
捨
て
に
せ
ず
、
夜
風
と
か

夜
物
、
姉
様
嫁
様
・
お
ふ
く

様
福
の
神
な
ど
と
呼
び
、「
夜

風
除
け
」
の
ま
じ
な
い
や
お

祈
り
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
人
々
の
信
仰
を
集

め
た
の
が
お
沌
神
社
で
、
御

神
体
は
「
お
さ
か
ぶ
」
と
い

う
一
尋
も
あ
る
Ｍ
の
短
い
ず

こ
っ
と
し
た
大
蛇
で
鼠
か
ら

蚕
を
守
る
守
り
神
と
し
て
獰

ぱ
れ
、
江
戸
末
期
ま
で
は
市

も
立
つ
神
社
だ
っ
た
と
い
う

話
で
す
。

お
さ
か
ぶ
は

お
滝
神
社
の

守
り
紙



インフォメーション

全国育樹祭式典招待者募集

今年 ９月1?ｅ( 日) に猪苗代网 で騎催する凱24 回全国 背 麕祭

ｔｓ の 桐勝令を鏖龍し 耄蕚。

応募黄楊‥･小字生tjl-の県内 莪住●

募集人員･･･1,（x屬名（応●多取の場合は抽遭）

応募方法･･･「妓襴はがき」に 住薦・氏名・年略・體別・電

話●号を記入の１ 下記に 送句ください．

締め切り…６月15  日 (本）＊当日消印有爾

あて旡・問い合わせ先

７部0 一覧ｇｌｌ 県庁全国青鵬撃攘遣蕈内

全囚漏刪祭貢行委員会事爾飃n521 －7d34

物
価
通
信
講
座

福
鳥
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
物
価
通
信
講
座
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
垪
賣
格
・：
物

価
問
題
や
経

済
の
仕
組
み
に
関
心
が
あ
り
、

令
課
程
を
修
了
す

る
意
欲
の
あ

る
人

▼
学
習
期
閥
・：
八
月
か
ら

十

一
月
ま
で
▼
学
習
方
法
…
当

セ
ン
タ
ー
が
配
布
す
る
テ
キ
ス

ト
を
使
用
し
、
自
宅
で
学
習
。

テ
キ
ス
ト
を
読
み
、
ク
イ
ズ
の

回
答
及
び
リ
ポ
ー
ト
を
提
出

▼

受
講
料
・：
無
料
▼
申
込
期
限
・：

五
月
三
十

｝
日

★
申
込
・
問
い
合

わ
せ

企
画
商
工
課
企
両
商
工
係

公
（
５
８
５

）
2
9
2
7

し

あ
わ

せ
金
婚
夫
婦

福

鳥
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で

は
、
今
年
中
に
金
婚
式
を
迎

え
る
夫
婦
を
表
彰
し
ま
す
。

▼
骸
当
者
・；
昭
和
二
十
五
年
に

結
婚
し
た
夫
婦
。
た
だ
し
、
昨

年

ま
で
に
届
け
出
し
な
か
っ
た

夫
婦
も
引
き
映
ぎ
対
匁

と
な
り

ま
す

▼
受
付
期
限
・・・
七
月
七
日

ま
で

▼
申
込
方
法
・：
各
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
又
は
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
申
し
込
む
こ
と
。

★
問
い
合
わ
せ

国
見
町
社
会
福
祉
協

躡
会

ｇ
（
５
８
５
）
3
４
0
3

女

性
の
技
術
講
習
会

－

パ
ソ
コ
ン
初
級
‐

『
再

就
廠
を

考
え
て

い
る

も

の
の

資
格

が
何

も
な

く
て
不

安
』
と
い
う
女
性
を
対
象
に
．
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
を
閧
催
し
ま
す
．

▼
科
目
…
パ
ソ
コ
ン
初
級
▼
内

容
…
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
邸
門

三
級
合
格
を
目
指
し
ま
す
▼
期

間
…
平
成
ｔ

二
年
六
月
一
’一
十
日

（
水
）
か
ら
七
月
三
十
日
（
金
）

ま
で
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
▼
時
間
…
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
▼

攷
場
・：
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー
研

修
室

（
県
庁
東
分
庁
舎

内
）
▼
定
員
…

二
十
人
（
蔵
職

希
望
の
女
性
で
全
期
閥
出
席
で

き
る
方
）
▼
受
跼
科
…
無
料
▼

甲
し
込
み
方
法
◇
期
日
・・・
六
月

」ｒ
五
日
（
火

）
～
十
六
日
（
水
）

Ｑ
時
間
…
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
◇
場
所
・：
援
助
セ
ン

タ
ー
へ
来
所
．
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
杣

道
．

★
問
い
合

わ
せ

女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

ｇ
（
５
２
１
）
7
7
4
0

催
　

し

学
生
の
方
へ

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

ふ
る
さ
と
福

鳥
県
へ
の
Ｕ

夕

Ｉ

ン
就
職
を
希
望
し
て
い
る
大

学

・
短
大
・
専
修
学
校
等
の
学

生
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
側
催
し
ま
す
。

◇
東
京
会
鳩
…
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ

・
六
月
一
日
（
木
）
◇
相
島

会

場
…

福
鳥

グ
リ

ー
ン

パ
レ

ス
・
六
月
六
日
（
火
）
▼
郡
山

市
・：
ホ
テ
ル
（

マ
ツ
・
六
月
五

日
（
月

）【
そ
の
他
】
会
津
若
松

収
、

い
わ
き
巾
で
も
開
催
。
時

閥
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時

か
ら

四
時
ま
で
。

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
皿
用
労
政
課

‘`（
５
２
１
）
7
2
1
2

事
業
所
の
方
へ

求
人
説
明
会

平
成
十
三
年
三
月
新
規
学
校

卒
業
者
の
求
人
申
し
込
み
の
受

西
分
署
だ
よ
り

救

急

法

を

身

に

つ
け

よ

う

救
象
曜
が
到
着
す
る
ま
で
．
早
く
て
５
分
は
か
か
り
ま
す
．

こ

の
５
分
閥
に
救
命
処
置
（
救
愈
蘇
生
法
）
を
旄
す
か
否
か
が
、
生

死
に
大
き
く
閠
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

ア
メ
リ
カ
で
は
５
人
に
Ｉ
人
、
つ
ま
り
家
肢
の
中
で
Ｉ
人
は
救

命
蘇
生
泌
を
知
っ
て

い
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
．
し
か

し
、
日
本
で
は
応
急
手
当
・
救
急
蘇
生
法
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
．

代
表
的
な
応
急
手
当
に
．
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
口
呼
吸
が
あ

り
．
講
習
な
ど
に
よ
り
誰
に
で
も
身
に
付
け
ら
れ
る
蘇
生
法
で
す
．

救
命
処
置
は
黔
蘖
で
は
な
く
、
実
技
で
あ
り
ま
す
．
苦
痛
に
あ
え

ぐ
働
病
者
を
救
お
う
と
い
う
心
を
行
助
で
示
す
た
め
、『
緊
急
時
の

応
急
手
当
』
を
ぜ
ひ
習
得
く
だ
さ
い
．
『
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
．

家
族
の
命
は
家
族
で
守
る
ご

こ
の
こ
と
が
．
救
急
事
故
の
未
然
防

虍
の
根
本
と
な
り
ま
す
．

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
耄

国見サービスエリア
レストランメニュー

試食希望者募集
地域の睡様と毘瓏した．個性あるエリアづくりを

目指すJ  ｰ S a P a 財団法人道路サービ ス機構で

は．この度．高遠道路レストランメニューのコンテ

ストを閧催し．ヘルシーな新メニューが登場しまし

た．この機会に、新メニコーの試食を希望する方を

募集します．

卜･応募コース･･仄５Ξヌ1( 国見ｓＡ上り線｢ し ゃく

なげ膳｣ ‐ 地元特産を使ったミニ会席圃一全田大会

『料理の鉄人礫健一審査蘊特別賞受賞 作品』)

｢百li二叉1(・ 見ｓＡ下り縁｢ くにみ果飄鮭蓍めし｣

－ｇ席で炊く蓁膳釜めし 一東北大会｢J  ｰ S 3 P

銀賁受賞作品｣) ●応男方法･･･はかき又はＦＡｘで．

Ａコース又はＢコースどちらかを選んで、氏名、住

所、年齢、雷甄番号を配入の上．下記に送付くださ

い．それぞ れペア10組様に御招待券を送付．申込み

多致の場ａ は抽選．･･専集朋間…平成12年５月2{}日

から５月31日まで．

●応募・闘い合わせ先

膕 一瀏 靤 市青葉区大町2 －Ho( 倖友牛

命ピル５覯) 財団法人道路サービス機構仙台支社

FAX  ｰ  2 け ｰ  1



け
付
け
に
つ
い
て
事
業
所
へ
の

説
明
会
を
鬨
き
ま
す
。

▼
場
所
・
日
時
◇
柵
鳥
会
場
・：

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

こ
（

月

十
三
日
（
火

）
◇
保
原
会
場
…

保
原
町
商
工
会

亠
（

月
十
五
日

（
木
）
▼
時
間
…

い
ず
れ
も
午

後
二
時
か
ら
▼
内
容
…
平
成
卜

三
年
三
月
斬

規
学
校
卒
業
者
を

対
象
と
す
る
求
人
申
し
込
み
の

手
続
き
に
つ
い
て
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
公
共
職
業
安
定
所

ｎ
（
５
３
４

）
4
1
2
1

お
知
ら
せ

郵
政
省
か
ら

電
波
利
用
保
護
旬
間

六
月

一
日
～
十
日
ま
で
は
電

波
利
用

保
護
旬
叫
で
す
。

よ

り
よ

い
電
波
環
境
が
豊

か

な
愉
報
社
会
を
さ
さ
え
ま
す

。

電
波
は
み
ん
な
の
も
の
だ
か
ら
。

ル
ー
ル
を
守

っ
て
正
し
く
便
い

ま
し
よ
う
。
電
波
の
混
信
・
妨

害
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
。
郵
政
省
東
北
電
気
通
信
監

理
局
監
視
踝
ま
で
（

贄
０
２
２

－
2
2
1
1
0
6
4
1

）

桑
折
警
察
署

か

ら
の

お
願

い

遇
激
派
は
、
善
良
な
町
民

を

装

い
．
空
歌
、
ア
パ
ー
ト
等
の

ア
ジ
ト

に
潜
伏
し
、
爆
弾
製
造

な
ど
テ
ロ

ー
ゲ
リ
ラ
の
碓
備
を

し
て
い
ま
す
．

七
月
開
催
の

『
九
州
・
沖
縄

サ
ミ
ッ
ト

』
で
は
．
遇
激
派
に

よ
る
各
種
事
件
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
ま
す
．

も
し
、
皆
さ
ん
の
身
近
に
．

不
審
な
人
が
出
入
り
す
る
と
か
、

川
事
が
あ
っ
て
も
管
理
人
を
飾

屋

に
入

れ
な

い
な
ど

「
何

か

変
？
』
と
気
づ
い
た
ら
、
迷
わ

ず
、

【
桑
折
警
察
署
】

昔
５
８
２
－
2
1
5
1

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

広
報
く
に
み
４
月
号
２
ペ

ー
ジ
『
平
成
十
二
年
度
一
般

会
計
予
算
』
の
概
輿
の
本
文

中
に
．
予
算
額
を
四
十
こ
億

一
千
万
円
と
記
絃
し
ま
し
た

が
．
£
し
く
は
大
き
く
表
紀

し
た
と
お
り
四
卜
七
億
一
千

万
円
の
誤
り
で
す
．
お
詫
び

し
て
町
正
い
た
し
ま
す
．

結
婚

お
め
で
と

う

若

林

靖

浩

。
‘
・
山

本

恵

津

子

。
‘

（

泉
田

中

）

松

浦

僧

雄

″
‘

。
鴫

原

ミ
イ

。
‘

｛

大
木

戸

｝

誕
生
お
め
で
と
う

お

子

さ

ん
　
　

保

緝

耆

ほ

収
瀝

べ

’
‘

彎

‘・
６
ａ

ｒ

。
Σ

人

町

北

）

本

！

搾

。
‘

後

々

ダ

ナ

オ

气

‘

（

山

碕

宮

畝

）

巾
山

莉

琿
ｙ

余

町

ｔ

？`

。
な

光

川

々

｝

佐

麟

僅

考

‘

瑟

ぐ

霆

。
こ

町

家

）

小

鹿
彫

貴

。。。
‘

界

。
气

寿

芍

‘

｛

官

町

き

片

平

呷

。。
‘

浩

二

ぐ

匁

保

。
‘

｛

第

９

み
ｍ

覃

蔕

。
‘

坿

之

。
‘
・
羮

彎

冫

揶

Ｉ

エ

蕀

未

渺

。
‘

義

擘

ぐ

淌

霄

’
‘

菻

恩

阿

郎

吶

變

・
｀

卍

打

ぐ

欠

吋

‘

三

　
引

奥

山

沸
４

、
。

‘

μ

蹕

。
‘
・

知

贔

。
‘

１

宗

山

北

｝

村

ｈ

博

悛
ｙ

博

史

。
‘
・

洋

美

。
‘

｛

宮

町

南

｝

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

４

柵

ナ

ホ

。
‘
8
7
　
　

｛
μ

川

｝

鈴

木

ラ

ク

。
‘

９８
　
　

（

貝
田

）

秋

元

シ

モ

。
‘

８ ９
　
　

藹

町

）

岩

城

キ

ヱ

。
‘

８８
　
　

（
川

内

）

武

田

虞

太

郎

。
‘

６３
　

（

大
町

北

）

武

田

窈

町

‘

一
’

｛

藤

田
町

茜

佐

藤

宗

一

。
‘

７ ４
　
　

（
只

Ⅲ

）

秦
　

４

一
ｊ

９３
　

（
本

町

）

喊
ｍ

洋

ｆ

。
‘

５６
　
　

（

駅
肋

）

（
４

訊

一
口

届
出

分

ま
で

）

児童手当が
義務教育就学前まで支給されます

現在、３巌未満のお子さんを養育している方

に支給されている児童手当は、制度が改正され、

平成12年６月I EIから次のようになり ます．

�改正前 � 改 正 後

対象年齢 �３歳来澗 �

義務教育就学前　(
６歳到達後愚苟の年度汞)　
※平成６年４月２日以降に
生まれた児埀

手当月額 �第
１子・２子5.  网 |円

筒３子以降　10,(XX〕円 �
第１子・２子5.  |円
第３子以降　10.(XX)円

支払時期 �２月･６月10月 �2月･6月･10月

●變●手当の支艙 磴受ける1こは？

蕁 を  手 当は．輿育者からの申圃が必蜃です． 福柾佩( 公務員の方は勤務

先) へ巾凅 翕を攬出して下さい．該１ と思 われる方には 通知し ます.

＊申 癇麝の他に1 年金加入ｇ 明 書｣｢所 栂証明魯|など．必 甓に応じて添付礬

黷を飃出していただくことがあります.

＊所・ が 一定額以上の方には．兄瘋手当は支給されません．所得制剛讎に

ついては．福祉倆へお問い合わせください.

●いつごろ手親きすｎ ぱいい の？

(児●手当を慶在●けていない方)

甲成６年4  月 2  日から平成９年５月31H までに生まれ た児 童を奥 壽してい

る方に限り．甲成Ix 年９月29 日までに申脯し て下さい.

( 變●手当を現在受けてし丶る方)

｢ 現況鰄｣を甲成12 年６月１)｢1 までに提山し てく ださい．義務ａ 伺 裁字前

のおi さ` んもいる場合は｢ 驤ａ 窟脯求 爽｣も欄出してくだ さい.

( 注廱3 甲虞12 年10 月｜ｎ以偉の巾脯については.申ａ 月の１ 月分からの支

蛤となります.

ｓ.1 合t) せ　 観鳩保鍠書祉脯榲祉曇fi 《s8s 】ｸﾌＱ！

春の行政相談週間

５月21日からZ7日までは春の行政

相談週間です。行政相談委員は、総

務庁長官が委嘱し、国の仕小を始めJ

 R. N T などの仕事についての

意見や嬰望を受け付け、みなさんと

役所等の問に立ってその解決を促す

役目を柤っています。

行政相談委員はいつでも自宅で相

談に応じています。気軽にご相談く

ださい。

r国見町の行政相談委員

内 池 和 子 きん

( 5 ) 3320

６月の心配ごと相談

５日原 八を 忠一,４

小西 刪64

1S日常 气軌　 茂,４

渋６ 鷽h4

23日Ｓ 松浦 ９ 一一,４

怜.久間フｈ ４

●魯所 役場｛２肝｝肝鵲璽

●暗闇 午前9  時 ~ 正午

人囗と世帯

人口 ４月１日現在
男　5.4  ｰ 7人8  )

女　5.856 人(  + 3 )
ａｔ ｰ  273 人5  )

出生14 人 死亡１１人
転入５６人 転出６４人

丗 毒

3｡１４５世1祚（ － ４）



生 涯 学 習
つ

う
し ん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)
魯く5  ) 2676 FAX ( 585 ) 2707

毎月各小学枚を巡回し、良書を届けます

栗しみながら本に親しめるように、人形劇

なども庭り叺靈れ．孑どもたちはこの日が

来るのを楽しみにしています

行事のお知らせ

５ 月

16日(火)y ど`も移動図霞麟(大枝小)

17日(水) くにみ女性教室(開講 式)

パソ コン教室

19日(金) パソ コン教室

22 日(月) パソ コン教室

24 日(水) 子育て教室(みんなで遊ぼう)

ｆども移動図J} 館(藤川小３年)

パソ コン教室

25 日(木) 成人学級(見学学習)

ｆども 移動図耆郎(森江野小)

26 日(水) 子ど も移動図書館(藤川小 １年)

30日(火) 阿沖賀志学級(舂の研修旅 行)

子ども移助図III館(藤田 小２年)

６月

１日(木) 阿沖賀志学級(本仕活助､交辿安全教室)

４日(日) 子育て教室(ファミリー活動)

６日(火) ｆども移動図書館(小坂小)

８日(木) 子育て教室(自主学刊)
９日(金) 阿沖賀志学級･くにみ女性教室

(スポーツ民踊)

ｆども移動図書館(藤田小３年)

10日(土) 少年劇増「ウブボミ｣ヽいのちのひびき～

少年仲間づくリ教案(ゲートボール)

13日(火) 子ども移動図癧館(大技小)

15日(木) 阿津賀志学級(和紙工芸)

子ども移動図i!1館(麟川小２年)

文化センター図書室

【一般 図書 】
追 悼の 達人　　 ぐ嵐 山光 三郎 ）

父井 上 靖の 一朋 一会

く黒田 佳子 ）

遇 祖士家 の 猿嫁 （坂 東真 砂子 ）

金輪 際　　　 （車谷 長古 ）

地図 のな い 遷　 （須賀 敦子 ）

菊 次郎と さ き（ビ ート ・た けし ）

神様 のポ ート　 （江国 香 織）

闍の 貴 族　　　 （新堂 冬樹 ）

会 津の歴 史　 （山 田舜 監 修）･

愛才　　　　　 （大 石 醉）

【児童図 書】

あ かいと り　　　C あべ弘 士）

ア マテ ラス　　　 （柬 逸子）

ア ダムと イブ　 （鳩本 淳子）

な あく ん とち いさな ヨッ ト

C神沢 利子 ）

グエ ング の キラキ ラ大作 戦

（テッ サ・タ ール）

イ スカン ダル 伝説 の庭圏

（ジョ アン ・マヌエ ル ）

冬 の入江 くマ ッツ ・づ 万一ル）

ぼく も できた よ （原田 光代 ）

こ の街の 夜　 （上日 英 淳子）

幽 窟 （アン トニ ア・ バーパ ）

輿出し冊数は５冊以内、期間は２週間以内です。

返すときは、登録蘂号を魯き、図●重カウンターにお返しく

ださい。

新
し

い
本 が 届 き

ま し

た

子
ど
も
移
動
図
書
館

～

今

年
で

二
十

五

年

に

な

り

ま

し

た

～

同
見
町
公
氏
館
で
は
、
図
青
活
動
の
一
環

と
し
て
福
鳥
県
内
唯

．
の

フ
ｒ
ど
も
移
助
図

潛
館
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
．
こ
の
嘔
業
は
、

昭
和
五
ト

ー
年
に
『
母
と
子
の
公
民
館
活
助
』

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
．
ｆ
成
三
年
に
『
ｆ
ど

も
移
助
図
書
館
』
と
改
称
し
ま
し
た
．

町
内
の
各
小
学
校
一
！
一
．学
年
の
児
燬
を

対
穣
に
、
放
課
後

．
時
間
程
度
、
図
書
指
導

ａ

、
公
民
館
職
員
が
児
敬
ぶ
の
貸
出
し
の
ほ

か
に
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
．
紙
芝
居
、
折
り

紙
、
人
形
劇
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
．

一
．０
０
０
年
は
、
ｆ
ど
も
故
＆
年

子
ど
も
と
読
書
の
ス
テ
キ
な
出
会

い
を
…



観月台
文化情報

6 月１０日（土）

少年劇場「ウブボミ」

～いのちのひびき～

10:00開演（入場料500円）
罷い合わせ●●●生涯字曾霖文化振興(  585 ) 2676

図書室からのお知らせ

みんなの図 書室で す

ル ールを守って気持 ちよく利川しましょう

図書室の開館時間　　9 :00 ～17:00

(休館日は、毎月第1 月曜日です)

僑

り
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
本
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

ａ

し
出
し
川
間
は
２
週
間
以
内
で
、
ひ

と
り
５

冊
ま
で
冊
り

る
こ

と
が
で
き

ま
す

。
借
り

た
く

て

も
、
冊
り

る
こ

と
が
で
き

な
く
て
困
っ
て

い

る
人

が
い
ま
す

。
も
う
一

度
。
返
し

忘
れ
て

い

る
本

が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

返
す
時
は

、
番
り

を
紙
に
μ

い
て
、
本
と

。
緒

に
図
μ

室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
附
い
て
く
だ
さ
い
。

一
図
書
室
（
児
童

室
）
を
利
用
す

る
前
に
受
付

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
嘔
務
室
で
図
耆
室
（
児

燬
竃
）
利
川
荐
名
簿
に
£
入
し
。
受
付
を
し
て

か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
お
忘
れ
な
く
！

｝図
書

室
（
児
童

室
）
で
の

、
飲

食
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

飲
食
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
を
ご
利
川
く
だ
さ

い
。

ビ
デ
オ
の
借
り
方

僻
り
た

い
ビ
デ
オ

の
ヶ
Ｉ
ス
（
図
μ

室
に
あ
り

ま
す

）
を
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
嘔

務
室

に

お
持
ち
く
だ
さ

い
。
嘔

務
室
で
貸
出
し

い
た
し

ま
す

。

ビ
デ
オ
の
持

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

館

内
（
図

耆
室
又
は
児
童
室

）
で

の
鑑
賞

の
み

に
限
り

ま
す

。

返
す

と
き
は

。
必
ず
巻
瓜
し
を
し
て

く
だ
さ
い
。

本
や
ビ
デ
オ
を
借
り
る
時
に
は
、「
利
用
者

カ
ー
ド
」

が
必
要
で
す
。

カ
ー
ド
は
図
＆
室
カ
ウ
ン
タ
ー
で
バ
国
兄
町
内

在
住
在
勤
の
方
に
宛
行
し
ま
す
。

募
集

第１回町民ハイキング

(3 回シリーズ)

日　時　６月18日(日)

８眄ｌ)分出発

場 所 浄土平

(浄土平・鎌沼西畔コース)

対 象 同見I】に居住又は町内の職場

に勤務する方( 学生は除く)

定 員30 名

参加料　1  . 网円( 当日)

申込先　６月５日の午前９眄から

社会体育係へ

(電話での申込み不可)

ソフトバレー教室
日　時　 ７月５日(水)、12日( 水) ２回

午後7  時 30分～午後９眄

場 所 観月台文化センター体育館

対 象 国見町に居住又は町内の職場に勤務する方

(学生は除く)

定 員30 名

申込先 社会体育係へ

今後の予定

６月 町長杯ナイター野球大会

什 ・Ｒ曜F=1？客旅）

７ 月］ スポーツ少年団ソフトボール大会

町民登山
顎 「 町長杯バウンドテニス大会



伝

統

の

舞

内
谷
太
々
神
楽

四
月

十
六

日

。
内
谷
春

日
神

社
で
町

無
形
文

化
財
に
指

定
さ

れ
て
い

る
太
々

神
楽
が

奉
納
さ

れ
ま

し
た
。
日
頃

か
ら

稽
古
を

つ
ん

だ
太
々

神
楽
保
存
会

の
楽

人
2
0
名

か

ら

な

る
1
2
座

の

上

演
で

す
。
い
に
し

え
の

音
色
に

合

わ
せ

神
楽

が
舞
わ
れ

、
餅
が

撒
か
れ
ま
す
。
孑
ど
も
が
集
い
、

女
性

た
ち
は
参

拝
者
を

厚
く

も

て
な

し
て
は

、
地
区
を

あ
げ
て

保
存

・
伝
承
に
取

り
組

ん
で
お

り

ま
す
。

人
々
で
に
ぎ
わ
い

恒
例
の
農
業
市

第
4
2回
と
な
る
恒
例
の
農
業

市
が
、
５
月
５
日
（
子
ど
も
の

日
）
観
月
台
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
新
緑
の
五
月
晴
れ
の

も
と
、
花
や
野
菜
な
ど
の
苗
を

買
い
求
め
る
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
で
に
ぎ
わ
い
、
あ
ち
こ
ち
か

ら
威
勢
の
い
い
声
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。
農
業
市
が
終
わ

る
と
、
農
作
業
も
忙
し
い
日
々

を
迎
え
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル

を
学
ぶ

新
入
学
児
童

新
入
学
児
鯒
を
ホ
故
か
ら
守
ろ
う

と
、
国
見
町
・
桑
折
町
交
通
対
策
協

議
会
な
ど
が
主
催
す
る
。
「
交
通
安

全
親
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
四
月

九
日
、
伊
達
町
の
自
動
車
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
入
学
し
た
児

童
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
、
国
見

町
交
通
安
全
毋
の
会
に
よ
る
人
形
劇

や
、
信
号
機
を
使
い
、
交
通
ル
ー
ル

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
事
故
を
再

嚶
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
恐
ろ
し
さ
を

実
感
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

こ
ど
も
美
術
大
賞
展

推
選
に

佐

藤
里

奈
さ

ん

「
第
2
4回
全
日

本
こ
ど
も
美
術

大
賞
展
」
に
お
い
て
、
佐
藤
里
奈
さ

ん
（
藤
田
小
三
年
）
の
描
い
た
〈
魚

の
世
界
〉
が
各
学
年
の
最
優
秀
に
あ

た
る
［
推
選
］
に
輝
き
ま
し
た
。
こ

の
大
会
に
は
全
国
か
ら
８
千
点
を
越

す
応
雰
が
あ
り
、
佐
藤
さ
ん
は
小
学

二
年
の
夏
、
松
島
の
水
族
館
で
、
き

れ
い
な
魚
を
見
た
眄
の
感
動
を
搨
い

た
も
の
で

す
。
指
岬

し
て
い

る

画
家
の
石

腺
Ｓ
皙

先
生
は
「
魚

へ
の
愛
悁
が
ほ
の
ぼ
の
と

見
え
る
作
品
」
と
評
価
し

て
い
ま
す
。

小
さ
な
天
才
た
ち

て
つ
ぽ
う

藤
田
小
　

あ
べ
　
ほ
な
み

て
つ

ぽ
う
を
し

た

。

え

い
っ
と
ち

か
ら
を
入

れ
て

も
。

さ
か
あ
が
り

が
で
き

な
い
。

く
や

し
く
て

、
も
っ
と

も
っ
と

ち

か
ら
を
入

れ
た
ら

さ

か
あ
が
り

が
で
き

た
。

ひ

る
や
す
み

に

。
ま

た
、

さ
か
あ
が
り

を
し
た

ら

さ
か
あ
が
り

が
２

か

い
で
き

た
よ
。

そ

し
て

、
お
う
ち
に

か
え
っ

て

こ

う
え
ん

に
い
っ
て

。

ま
た
さ
か

あ
が
り
を

し
た
ら

、

ま
た
１

か

い
ず
つ
ふ
え

て
い

き
ま
し

た
。

そ
し
て
、
や
す
み
じ

か
ん

に
４

か
い
で

き
た

。

「
児
婁
生
徒
文
集
く
に
み

第
3
2
号
」
か
ら

編

集

発

行

国
見
町
　
総
務
課

〒

９

６

９
－

１

７

９

２

福

島

県

伊

達

郡

国

見

町

大

字

顯

田

字

一
丁

田

二

、

２

の

Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
４
１
５
８
５
‐
２
１・
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
４
‐
５
８
５
－
２
1

８
1
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